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蓮田市中学生クラブ実施要綱 

 

（令和７年１２月９日蓮田市教育委員会教育長決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、蓮田市の中学生（以下「生徒」という。）が地域の実情に応じて、継

続的にスポーツ及び文化芸術活動に親しむことができる機会を確保し、生涯にわた

ってスポーツや文化芸術を楽しみ、豊かに関われるようにするため、蓮田市教育委

員会（以下「教育委員会」という。）が蓮田市中学生クラブの実施に関して必要な事

項を定めるものである。 

（定義） 

第２条 蓮田市中学生クラブ（以下「中学生クラブ」という。）は、市内在住又は市内中学

校に在籍している生徒を主な対象としてスポーツや文化芸術活動を実施している任

意団体で、活動内容や運営等について蓮田市が定める一定の基準を満たした団体と

する。 

（登録のための基礎要件等） 

第３条 中学生クラブとして登録するためには次の内容を満たしていることを要件とす

る。 

（１）生徒の自主的・自発的な参加により活動を行っていること。 

（２）中学生クラブの活動する際は常に、中学生クラブの指導又は指導補助をする者

（以下「指導者」という。）もしくは会員である生徒の保護者又は中学生クラブの活

動を見守る者（以下「指導人材」という。）が付き添うこと。 

（３）競技性や成果のみに偏重することなく、生徒が継続的にスポーツ及び文化芸術活

動に親しむ機会を確保する活動を行っていること。 

（４）会員である生徒、指導者及び指導人材は、傷害保険に加入していること。 

（５）団体又は個人の賠償責任保険に加入していること。 

（６）会則又は規約等に基づいて中学生クラブの運営が行われ、活動に必要な経費を会

員の保護者等から徴収して適切な会計処理がなされていること。 

 （７）蓮田市在住又は在学の生徒を参加対象としていること。 

 （８）会員である生徒の半数以上が蓮田市在住又は在学の生徒であること。 

（９）会員である生徒の人数は、競技や種目を問わず１団体あたりの原則として５名以

上であること。ただし、集団スポーツ等においては、競技に必要な標準的な人数を

上回っていること。 

（１０）会員である生徒の保護者や指導者が責任者となっていること。 

 （１１）指導者に対して報酬又は謝金を支払っていること。 

（中学生クラブの登録・廃止） 

第４条 中学生クラブとして活動をする任意団体は、毎年度蓮田市中学生クラブ団体登録

申請書（様式第１号）及び誓約書（様式第２号）、並びに次の書類を添えて、教育委

員会に届け出るものとする。 

（１）任意団体の会則又は規約等（任意団体の活動に関する必要事項が分かるもの） 
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（２）その他、教育委員会が提出を求める書類 

２ 中学生クラブは、様式第１号及び第４条（１）から（２）の書類の内容に変更があ

った場合は、速やかに中学生クラブ登録内容変更届出書（様式第３号）と共に修正し

た書類（様式第１号、第４条（１）から（２）の書類）を添えて教育委員会に届け出

なければならない。 

３ 中学生クラブは、「蓮田市中学生クラブ」としての活動を行わなくなったときは、蓮

田市中学生クラブ廃止届出書（様式第４号）を教育委員会に届け出なければならな

い。 

４ 教育委員会は届け出のあった任意団体が、第３条の規定により中学生クラブの登録

要件を全て満たしていると認めるときは、蓮田市中学生クラブ登録通知書（様式第５

号）により、当該中学生クラブに通知するものとする。 

５ 教育委員会は届け出のあった任意団体が、第３条の規定により中学校クラブの登録

要件を満たしていないと判断するときは、蓮田市中学生クラブ登録不可決定通知書

（様式第６号）により通知するものとする。 

６ 教育委員会は、登録されている中学生クラブについて蓮田市中学生クラブ事業実施

要綱等で定める要件等を満たしていない又は反していると判断するときは登録を抹消

することができる。 

（中学生クラブ事務局） 

第５条 中学生クラブの活動を円滑に進めるため、事務局を蓮田市教育委員会に置き、次

に定める業務を行う。 

（１）各中学生クラブの活動に対する指導助言及び連絡調整 

（２）各中学校との連絡調整 

（３）中学生クラブの活動場所の調整 

（４）各団体（スポーツ協会、文化団体、各競技団体等）との連携 

（５）指導者の登録及び研修 

（６）広報活動及び情報収集活動 

（７）その他、部活動の地域展開に関すること。 

（活動時間） 

第６条 中学生クラブとしての１日の活動時間は、休日が３時間程度、平日が２時間程度

とする。 

（指導者等） 

第７条 中学生クラブの指導人材は、以下のとおりとする。 

（１）指導者は、２０歳以上の成人が、日常継続的に指導を行うこととする。なお、指

導者は、公益財団法人日本スポーツ協会や中央競技団体公認の指導者資格を所有し

ていることが望ましい。 

 （２）指導者は、事務局が実施する研修に参加する。 

 （３）指導人材は、クラブの活動を通して生徒の健全な育成を目指すものとする。 

（４）指導人材は、指導等において暴言・暴力、ハラスメントがあってはならない。 

（５）指導人材は、活動の中で生徒間での暴言・暴力やいじめ、無視等の行為は許され
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ないことを表明して指導に当たるものとする。 

（事故等の責任） 

第８条 中学生クラブ内で発生した事故やトラブル等については、以下のとおりとする。 

（１）中学生クラブ内で発生した事故やトラブル等は、中学生クラブ内で責任を持って

対処し、生徒に関わるものについては、速やかに当該生徒が在学する中学校に報告

する。 

（２）活動中に施設や施設内の物品を破損した場合は、当該の中学生クラブが弁償する

こと。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附則 

この要綱は、令和８年１月１日から施行する。 


